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Abstract 

Of phyllosoma larvae of the subfamily Scyllarinae collected in the western North Pacific, 19 

individuals (BL = 10.1‒38.5 mm) having an onion-shaped cephalic shield were selected. 

Phylogenetic analysis using partial mitochondrial 16S rDNA and COI sequences revealed that 

these larvae were of Galearctus lipkei. Gilled (final) stage phyllosoma larvae (BL = 34.2‒38.5 

mm) of G. lipkei were the largest in this subfamily reported to date. 

 
Key words: largest scyllarine phyllosoma larva; slipper lobster; Galearctus lipkei; DNA 

barcoding; morphology 

 

緒言 

セミエビ科（Scyllaridae）のフィロソーマ幼

生には巨大になるものが知られており、中で

もウチワエビ亜科（Ibacinae）のゾウリエビ属

（Parribacus）やセミエビ亜科（Arctinae）のセ

ミエビ属（Scyllarides）では最終期幼生の体長

（body length: BL）がそれぞれ 80 mm と 50 mm

に達することが報告されている（Michell 1971; 

Prasad et al. 1975; Johnson 1977a; Yoneyama and 

Takeda 1998; Palero et al. 2016）。一方、ヒメセ

ミエビ亜科（Scyllarinae）のフィロソーマ幼生

に関しては最終期だけでもTable 1に集約した

ように非常に研究報告が多いものの、大多数

が 30 mm 未満である。セミエビ科の中でもヒ

メセミエビ亜科は特に種数が多いだけでなく

未記載種も少なからずあることから、そのフ

ィロソーマ幼生の種判別は特に難しい。フィ

ロソーマ幼生の大きさは種判別のための指標

の一つになり得る。例えば、 Chow and 

Yanagimoto（2022c）はツノヒメセミエビ属

（ Chelarctus ） の Chelarctus crosnieri

と?Chelarctus sp-1 の幼生は形態的に酷似する

が、大きさによって識別できる可能性を示唆

している。Table 1 に挙げた報告例のうち最終

期が 30 mm を超える 9 例を Table 2 に抜粋し

た。このうち、Scyllarus sp. III（BL = 37 mm, fig. 

14d in Prasad et al. 1975）は第 2 触角が二分岐

せず長いことから明らかにイセエビ科の幼生

である。残る 8 例のうち種が特定されている

のは Genis-Almero et al.（2017）による大西洋

の Scyllarus subarctus だけであり、インド―太

平洋の 7 例については種が特定されていない。 
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Table 1. Body length (BL), cephalic shield length (CL), cephalic shield width (CW), and thorax width 

(TW) of final stage scyllarine phyllosoma larvae reported to date.  
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*probably sub-final stage, †reared, ‡estimated from the figure. NW: northwest, SE: southeast, SW: southwest. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々は北西太平洋で採集したプランクトン

標本からフィロソーマ幼生を選別し分析して

きた。ヒメセミエビ亜科のフィロソーマ幼生

の頭甲部形状は多様であり、長方形

（rectangler-shape）、腎臓形（kidney-shape）、五

角形（pentagon-shape）、円形（round-shape）等

を呈するものが多い。我々は、少数ではある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものの頭甲部がタマネギ形（onion-shaped）を

呈する個体を見出し形態観察と DNA 解析に

よる種同定を行った。その結果、これらの個

体はカブトヒメセミエビ属（Galearctus）の一

種（Galearctus lipkei）の幼生であり、最終期の

体長が本亜科中で最大級となることを見出し

たので報告する。 

Table 1. continued.  
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材料と方法 

本研究で使用したフィロソーマ幼生標本は

北西太平洋で実施された水産庁漁業調査船

開洋丸による「平成28年度ニホンウナギ生態

解明調査」、水産研究・教育機構漁業調査船俊

鷹丸による「平成15年度クロマグロ行動調

査・黒潮流域流動調査」、「平成16年度まぐろ

類・かつおの初期生態調査」、「平成19～21年

度日本南西海域における太平洋クロマグロ

仔稚魚の分布調査」、「平成24年度南西諸島沖

におけるクロマグロ仔稚魚分布調査」の調査

航海で採集されたものである。各調査の担当

者によってフィロソーマ幼生は船上でエタ

ノール固定され、水産資源研究所へ輸送され

た。実験室においてヒメセミエビ亜科のフィ

ロソーマ幼生をChow and Yanagimoto（2021）

に従って選別し、そのうち頭甲部がタマネギ

形の19個体を取り出した。画像を撮影後、体

長（body length: BL）、頭甲部長（cephalic shield 

length: CL）、頭甲部幅（cephalic shield width: 

CW）、胸部幅（thorax width: TW）をHiga and 

Shokita（2004）とPalero et al.（2008）に従っ

て測定した。また、第1触角と第2触角を伸ば

した状態にし、どちらの先端が前に位置する

か確認した。全体を良く洗浄しDNA抽出のた

めに胸脚の一部を切り取った。DNA抽出は

Ueda et al.（2021）に従った。ミトコンドリア

16S rDNA（以下16S）の部分領域をPCR増幅

するためのプライマーは16SUFmと16SR4、

COIの部分領域をPCR増幅するためのプライ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーはDecaCOI-20FとDecaCOI-945Rを用い

た（Chow and Yanagimoto 2021）。シークエン

ス反応はUeda et al.（2021）に従った。配列間

の塩基置換率（Kimura 2 parameter distance: 

K2P）の計算と系統樹の作成にはMEGA6

（Tamura et al. 2013）を用いた。なお、和名は

関口（2014）に拠った。 

 

結果 

選別したフィロソーマ幼生 19 個体の採集

情報及び形態測定結果を Table 3 に示した。こ

れら 19 個体で決定した 16S 塩基配列（385 か

ら 414 bp）及び 3 個体で決定した COI 塩基配

列（812 から 830 bp）をデータベース（DDBJ, 

EMBL, GenBank）に登録した（accession No. 

LC720586‒LC720607）。これら 19 個体の 16S

塩基配列間の平均 K2P は 0.173 ± 0.165 % S.E.

であった。また、3 個体の COI 塩基配列間の

平均 K2P は 0.110 ± 0.051 %であった。以上の

ことから 19 個体は全て同一種であるものと

考えられた。これら 19 個体の 16S 塩基配列と

ほぼ一致する配列はデータベースに無く、

BLAST 検索（National Center for Biotechnology 

Information）によるトップヒットは Galearctus 

aurora（オーロラヒメセミエビ）、G. avulsus

（和名無し）もしくは G. timidus（イッカクヒ

メセミエビ）であり、それらとの一致率は

93.0 %から 94.0 %であった。一方、3 個体の

COI 配列に対する BLAST 検索によるトップ

ヒットは G. lipkei（和名無し）であり、それと 

Table 2. Final stage scyllarine shyllosoma larvae exceeding 30 mm in body length reported to date.  

BL (body length), CL (cephalic shield length), CW (cephalic shield width), and TW (thorax width). 

*probably a mixture of multiple species or lapsus. §not scyllarid. 
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の一致率は 99.5 %から 99.8 %であった。なお、

G. lipkei の 16S 塩基配列はデータベースに登

録されていない。既報のヒメセミエビ亜科全

種の 16S と COI 塩基配列、及び外群としてセ

ミエビ（Scyllarides squammosus）の塩基配列を

用いて作成した系統樹は、これら 19 個体がカ

ブトヒメセミエビ属の G. lipkei であることを

示した（Figs. 1, 2）。カブトヒメセミエビ属に

は現在 8種が記載されており（WoRMS 2022）、

16S と COIの塩基配列データはそれぞれ 6種

と 7 種で登録されている。G. lipkei と同属他

種間との平均 K2P は 16S で 7.1 %から 9.3 %、

COI で 15.9 %から 21.0 %であった（Table 4）。

また、いずれの系統樹でもカブトヒメセミエ

ビ属の種は比較的まとまったグループを形成

するが、カイヒメセミエビ（ Remiarctus 

bertholdii）がそのグループ内に出現した。属間

の関係については 16S（Fig. 1）と COI（Fig. 2）

の樹形図は必ずしも一致しておらず進化速度

の違いや情報量不足による長枝誘引（ long 

branch attraction）の可能性が示唆されるが、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上述のカイヒメセミエビの例を含め、いくつ

かの属の単系統性が支持されない部分が両系

統樹ともに見られた。  

19個体の画像を Figs. 3‒7及び Figs. S1‒S14

に示した。Higa et al.（2005）が飼育によって

報告したキタンヒメセミエビ（Galearctus 

kitanoviriosus）幼生の発生段階に従って、体長

が 10.1 と 10.6 mm の 2 個体は V 期（Fig. 3, 

Fig. S1）、13.1‒13.4 mm の 3個体は VI 期（Fig. 

4, Figs. S2, S3）、17.9 と 18.3 mm の 2 個体は

VII 期（Fig. 5, Fig. S4）、23.5‒25.6 mm の 6 個

体は VIII 期（Fig. 6, Figs. S5‒S9）、34.2‒38.5 

mm の 6 個体は IX 期（最終期）（Fig. 7, Figs. 

S10‒S14）と判定した。V 期から IX 期を通し

て第 1触角先端は第 2触角先端よりやや前に

位置する。V 期から VII 期において第 2 触角

の側突起はほぼ真横に突出し半 H 型（├）を

呈するが（Figs. 3‒5, Figs. S1‒S4）、VIII 期以

降では側突起がやや斜め前方へ突出する

（Figs. 6, 7, Figs. S5‒S14）。全期を通して頭甲

部は円に近いタマネギ形を呈する。頭甲部幅 

Table 3. Sampling information and morphological measurements (mm) on the 19 scyllarine phyllosoma 

larvae having an onion-shaped cephalic shield. Body length (BL), cephalic shield length (CL), cephalic 

shield width (CW), and thorax width (TW). 

*western North Pacific. 

http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
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Fig. 1. Maximum likelihood phylogenetic tree of the subfamily Scyllarinae with partial 16S rDNA 

sequences. Scyllarides squammosus was used as an outgroup. GenBank accession numbers are shown in 

the parenthesis. TN93+G+I was adopted as the best fit model. Bootstrap values of > 50 % (from 1000 

replicates) are shown at each node. Red bracket indicates a conglomerate of species of the genus 

Galearctus. 



 

Aquatic Animals 2022 | October 6 | Chow and Yanagimoto AA2022-19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2. Maximum likelihood phylogenetic tree of the subfamily Scyllarinae with partial COI sequences. 

Scyllarides squammosus was used as an outgroup. GTR+G was adopted as the best fit model. GenBank 

accession numbers are shown in the parenthesis. Bootstrap values of > 50 % (from 1000 replicates) are 

shown at each node. Red bracket indicates a conglomerate of species of the genus Galearctus. 
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と頭甲部長の比（CW/CL）は体長とともに緩

やかに増加する傾向にあり、CW/CL は 1.06

から 1.30、平均は 1.19 ± 0.06 S.D.であった

（Table 5, Fig. 8a）。V 期から VII 期における

頭甲部の後縁はほぼ直線状であるが（Figs. 3‒

5, Figs. S1‒S4）、VIII 期では中央部がやや前方

へ凹み（Fig. 6, Figs S5‒S9）、IX 期では凹みが

さらに顕著になった（Fig. 7, Figs. S10‒S14）。

頭甲部幅と胸部幅の比（CW/TW）は 2.02 か

ら 2.33、平均 2.13 ± 0.08 であった（Table 5, 

Fig. 8b）。頭甲部長と体長の比（CL/TL）は体

長とともに減少する傾向にあり、最少で 0.60、

最大で 0.74、平均は 0.68 ± 0.05であった（Table 

5, Fig. 8c）。尾肢は V 期でかすかに二分岐し

（Fig. 3, Fig. S1）、VI 期で明瞭に二分岐し後

端は肛門部中央に届く（Fig. 4, Figs. S2, S3）。

尾肢後端は VII 期で肛門部後縁に達し（Fig. 

5, Fig. S4）、VIII 期で肛門部後縁を大きく超え

（Fig. 6, Figs. S5‒S9）、IX 期で尾節後端に達

する（Fig. 7, Figs. S10‒S14）。尾節側棘は V 期

から VII 期までは顕著であるが（Figs. 3‒5, 

Figs. S1‒S4）、VIII 期ではやや短くなり（Fig. 

6, Figs. S5‒S9）、IX 期ではさらに短くなり尾

肢に隠れる（Fig. 7, Figs. S10‒S14）。 

 

考察 

本研究は種を確定できたカブトヒメセミ

エビ属のフィロソーマ幼生としては Higa and 

Saisho（1983）及び Higa et al.（2005）による 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キタンヒメセミエビに続いて 2 例目となるだ

けでなく、ヒメセミエビ亜科では最大級とな

るフィロソーマ幼生が Yang and Chan（2010）

によって新種記載された G. lipkei のものであ

ることを明らかにした。日本―台湾周辺水域

で見られるヒメセミエビ亜科には 11 種が報

告されている（関口ら 2009）。そのうちのオ

ーロラヒメセミエビはハワイ、日本及び南太

平洋の標本を基に記載されたものであるが

（Holthuis 1982）、Yang and Chan（2010）によ

れば台湾―日本南部でオーロラヒメセミエビ

として報告されてきたものの多くは彼らが新

種記載した G. lipkei であるという。これは、

かつて日本のヒメセミエビは広範囲に分布す

る‘Chelarctus cultrifer’とされていたが、台湾

―日本海域でヒメセミエビとされてきたもの

は Yang and Chan（2012）が新種記載した

Chelarctus virgosusであることがわかった事例

と同じである（Yang and Chan 2012; Ueda et al. 

2021; Chow and Yanagimoto 2022b）。 

Inoue et al.（2004, 2005）が台湾東方～フィ

リピン海中央にわたる海域から Scyllarus sp. c

として報告したフィロソーマ幼生は最終期の

体長が 34 mm から 38.8 mm になるため G. 

lipkei である可能性が高い。彼らはこの幼生の

形態について体長以外の形質を記述していな

いが、ハワイ海域の Scyllarus sp.（fig. 38 in 

Johnson 1971a）、インド洋の Scyllarus sp. D（fig. 

49 in Berry 1974）及び ‘Scyllarus cultrifer’（種 

Table 4. Mean Kimura two parameter distance (% K2P) of 16 S (upper diagonal) 

and COI (lower diagonal) between species of the genus Galearctus. 

Sequence data of Galearctus species (1−3, 5−7) were derived from Yang et al. 

(2012) and Yang and Chan (2020). 

http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
http://aquaanimal.net/cgi-bin/appendix/SupplementaryFigureChowAA2022-19.pdf
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Fig. 3. Ventral (A) and dorsal views (B) of whole body, and ventral views of anterior part of cephalic 

shield (C) and posterior part of abdomen (D) of a phyllosoma specimen GR1 (Galearctus lipkei) collected 

in the western North Pacific. Stage V. BL = 10.1 mm. Scale bar = 5 mm (A and B) and 1 mm (C and D). 

Fig. 4. Ventral (A) and dorsal views (B) of whole body, and ventral views of anterior part of cephalic 

shield (C) and posterior part of abdomen (D) of a phyllosoma specimen St21-1 (Galearctus lipkei) 

collected in the western North Pacific. Stage VI. BL = 13.1 mm. Scale bar = 2 mm (A), 5 mm (B), and 1 

mm (C and D). 
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Fig. 5. Ventral (A) and dorsal views (B) of whole body, and ventral views of anterior part of cephalic 

shield (C) and posterior part of abdomen (D) of a phyllosoma specimen St19GR3 (Galearctus lipkei) 

collected in the western North Pacific. Stage VII. BL = 17.7 mm. Scale bar = 5 mm (A and B), 2 mm (C), 

and 1 mm (D). 

Fig. 6. Ventral (A) and dorsal views (B) of whole body, and ventral views of anterior part of cephalic 

shield (C) and posterior part of abdomen (D) of a phyllosoma specimen St19GR4 (Galearctus lipkei) 

collected in the western North Pacific. Stage VIII. BL = 25.6 mm. Scale bar = 5 mm (A and B), 2 mm 

(C), and 1 mm (D). 
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は未確定）（fig. 9 in Prasad et al. 1975）と同じ

種と考えている。これらの幼生は全て第 1 触

角先端が第 2 触角先端よりやや前に位置する、

頭甲部がタマネギ形を呈するという点で G. 

lipkei と符号するが、Prasad et al.（1975）によ

る‘S. cultrifer’の頭甲部後縁の凹みは顕著で

ない点が若干異なる。体長に関して、Berry

（1974）の Scyllarus sp. Dは最終期で 32.4 mm

（Table 2）、Johnson（1971a）の Scyllarus sp.

と Prasad et al.（1975）の‘S. cultrifer’はいず

れも最終前期と思われるがそれぞれ体長が 24 

mmと 25 mmであり最終期には 30 mmを超え

ると推定されることからG. lipkeiと符合する。

その他、南西太平洋から報告された Scyllarus 

sp. Iと Scyllarus sp. III（fig. 6D, E in Michel 1971）

（Table 2）も触角先端の配置、頭甲部形状及

び体長において G. lipkei と符合する。また、

南シナ海から報告された Scyllarus sp. B（fig. 

57 in Johnson 1971b）は最終期で体長が 29.2 

mm と比較的大きく、形態的にも 2G. lipkei に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

類似している。一方、ハワイ海域から報告さ

れた未同定種（Scyllarus sp.）の最終期幼生（fig. 

6 in Johnson 1977b）は体長 30.1 mm であるが、

頭甲部形状は角丸長方形（sub-rectangular）で

尾節側棘が顕著に長いという点で G. lipkei と

は明らかに異なる。南西太平洋から報告され

た Scyllarus sp. Z（fig. 10 in Webber and Booth 

2001）は最終期でのサイズに 30 mm を超える

個体があるが、18.6 mm から 30.5 mm もの幅

があるため、複数種の混合あるいは何等かの

記載ミスの可能性がある（Table 2）。また、

Scyllarus sp. Z の頭甲部形状は亜五角形（sub-

pentagon）で尾節側棘は顕著に長く形態的には

ヒメセミエビ（C. virgosus）に酷似することか

ら（Ueda et al. 2021; Chow and Yanagimoto 2022b）

明らかに G. lipkei ではない。以上に挙げた大

型になるヒメセミエビ亜科フィロソーマ幼生

のうち形態的に G. lipkei と符合するものが実

際そうであるであるならば、本種はインド―

太平洋に広く分布することになる。現在のと 

Fig. 7. Ventral (A) and dorsal views (B) of whole body, and ventral views of anterior part of cephalic 

shield (C) and posterior part of abdomen (D) of a phyllosoma specimen St7-1 (Galearctus lipkei) 

collected in the western North Pacific. Stage IX. BL = 34.2 mm. Scale bar = 5 mm (A and B) and 2 mm 

(C and D). 
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ころ G. lipkei の成体は台湾と日本南部だけで

確認されていることから（Yang and Chan 

2010）、幼生だけでなく成体の分布調査が望

まれる。 

キタンヒメセミエビの最終期フィロソー

マ幼生は体長が 15.1‒21.1 mm であることか

ら（Higa and Saisho 1983; Wada et al. 1985; Inoue 

et al. 2000; Higa et al. 2005）、大型フィロソー

マ幼生はカブトヒメセミエビ属全般の特徴

というわけではない。キタンヒメセミエビの

頭甲部もタマネギ形を呈するが、頭甲部長と

頭甲部幅がほぼ同じか、あるいは頭甲部長の

ほうが大きく、頭甲部後縁は後方へ突出する

点でも G. lipkei と異なる（Higa and Saisho 

1983; Higa et al. 2005）。系統樹ではカブトヒ

メセミエビ属の種はある程度のまとまりを

示すが（Figs. 1, 2 赤括弧）、体長や頭甲部の形

状といった大まかな形質だけでもキタンヒ

メセミエビと G. lipkei間に大きな差異が見ら

れる。このことは大西洋のヒメセミエビ亜科

の Scyllarus 属でも同様であり、S. americanus

の頭甲部長は頭甲部幅より明らかに大きい

が（Robertson 1968）、S. pygmaeusや S. subarctus

では逆に頭甲部幅のほうが明らかに大きい

（Palero et al. 2008, 2011; Genis-Armero et al. 

2017）。また、S. americanusの最終期幼生は最

大でも 13.3 mm にすぎないが（Robertson 

1968）、S. subarctus では 35 mm に達する

（Genis-Armero et al. 2017）。これは、体長や

頭甲部の形状が系統を反映する形質ではな

いことを示しているのか、あるいは近年の分

子系統解析で（Yang et al. 2012; Davis et al. 

2015; Wakabayashi et al. 2017; Ueda et al. 2021）

Galearctus 属や Scyllarus 属だけでなく、いく

つかの属の単系統性が支持されていないこ

とと関連があるのかもしれない。 
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Fig. 8. Ratios of cephalic shield width to length 

(CW/CL) (a), cephalic shield width to thorax 

width (CW/TW) (b), and cephalic shield length 

to body length (CL/BL) (c) plotted against body 

length of phyllosoma larvae of Galearctus lipkei. 

Developmental stages (V to IX) of the larvae 

were defined with reference to those of Galerctus 

kitanoviriosus determined by Higa et al. (2005). 

Correlation coefficients in CW/CL and CL/BL 

are significant (p < 0.001). 
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